
社名 株式会社エフエムとなみ 

 

平成 29 年度 第 4・5 回 合同番組審議会 議事録 

 

 

 １ 開催年月日 

    平成 30 年 2 月 1 日（木） 午後 1 時 30 分～午後 3 時ごろ 

 

 ２ 開催場所 

    砺波市太郎丸 2－129 北日本新聞社砺波支社 会議室 

 

 ３ 委員の出席 

   委員総数  5 名 

   出席委員数 5 名 

   出席委員の氏名（◎委員長） 

◎ 飯田 敏雄 （88 歳、男、前砺波市文化協会長） 

 西森 昭治 （44 歳、男、元砺波商工会議所青年部会長） 

 小幡 豊 （68 歳、男、砺波市文化会館館長） 

 河合 要子 （51 歳、女、KO・RA・RE 代表） 

 石村 修子 （39 歳、女、千華園勤務、グリーンアドバイザー） 

        

 

   放送事業者側出席者名 

       河合 常晴   （株式会社エフエムとなみ 代表取締役社長） 

古井 裕人   （株式会社エフエムとなみ 業務部長） 

       高信 静枝   （株式会社エフエムとなみ 放送課長） 

 

 ４ 協議事項 

１．放送番組に対する評価 

≪対象番組≫ 

・新春特別番組 砺波市民座談会 

        地域の魅力を発信している Team1073（チームとなみ）のメンバーが、砺波市の魅力

や足りないところをテーマに語りあう（進行：古井裕人） 

・わくわく住まいる相談室 

        一級建築士・不動産鑑定士の中山聡さんと空き家問題や最近の不動産事情を紹介す      

る（ナビゲーター：境佐余子） 

２．4 月改編に対するアドバイス 

３．その他 
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 ５ 議事の概要 

   社長、委員長の挨拶に続き、協議へ。2 つの番組に対しての感想やご意見をいただいた。 

また、その後は、4月改編などについて意見交換を行った。 

 

６ 審議内容（各委員の発言を要約して箇条書きで記載） 

  

 【小幡副委員長】 

  ・「砺波市民座談会」について 

    個人的にも地域づくりに関心があるので、興味を持って聴けた。 

    砺波市の良いところはおおよそイメージ通り、足りないところは反省しながら聴いた。 

    砺波市について考えてくれる人たちがいるのが心強い。もっと発信してほしい。 

     

   ・「わくわく住まいる相談室」について 

     中山さんのプロフィールから不動産に関する硬い話題という先入観をもって聴いたら、全く

違っていて軽快で分かりやすかった。 

     不動産というととっつきにくい感があるが、面白い切り口でよかった。 

         

【河合委員】 

  ・「砺波市民座談会」について 

    砺波の印象を一流の田舎とイメージできる番組だった。 

    多人数でわいわいと話していて活気があってよかった。 

    Team1073がどういうグループなのかもう少し紹介してほしかった。 

    砺波市の希望について語る内容が新春にふさわしくてよかった。 

      

  ・「わくわく住まいる相談室」について 

    深く考える難しいテーマだが、明るいやりとりが楽しくてよかった。 

    効果音もうまく使われていて、それも楽しさを増していたように思う。 

    中山さんの知識が深く、次も聴きたいと思わせる内容だった。 

 

【西森委員】 

   ・「砺波市民座談会」について 

     砺波市出身、市外出身、県外出身などいろいろな環境の人が登場して面白かった。 

それぞれの視点で砺波市について語っているのもよかった。 

     普段気づかない点が出てきて振り返ることができた。 

      

   ・「わくわく住まいる相談室」について 

     明るいテンポのふたりのやりとりが聴きやすかった。 

     効果音もよかった。 
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     リスナーからの相談に答えるコーナーがあったが、身近な話題でまた聴いてみたと思った。 

     不動産に関するテーマについても深掘りしていてよかった。 

 

 【石村委員】 

  ・「砺波市民座談会」について 

    多人数だったが、進行がスムーズでよかった。 

    出演者がニックネームを使用していたからか、さっくばらんな内容が面白かった。 

話している人の仕事や生活環境など、その人の背景が知りたくなった。 

ニックネームだから話しやすいという面もあるが、その人の背景が分かることで説得力が増

すのではないか。 

 

  ・「わくわく住まいる相談室」について 

    軽快なトークで、ためになることも多くメモをとりたくなる内容だった。 

    話のテンポが少し早すぎる感があった。もう少しゆっくりだと聴き取りやすいのではないか。 

    実際の金額も紹介されており、より現実的に感じられた。 

    空き家のリスクについて考えるきっかけになった。 

     

  【飯田委員長】 

・「砺波市民座談会」について 

     地域の魅力を紹介する際は、市外在住者や県外からのＵターン者など外からの視点を入れて

ほしい。 

いいことばかりでなく、暮らしているから分かること、金銭的なことも含め伝えてほしい。 

 

・「わくわく住まいる相談室」について 

     能登で起きた断水被害のようなことが砺波でも起こるのではないか。空き家問題の深刻さを

もっと考えてほしい。 

         

   「４月改編について」 

    ・いろいろな形、角度で砺波を取り上げてほしい。 

    ・人と人をつなぐ番組作りを心がけてほしい。 

    ・Team1073 のような地域で活動するグループを積極的に紹介してほしい。 

   

 

７ 審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び年月日 

   平成 30 年 2 月 2 日付北日本新聞朝刊に記事を掲載した。FM となみの HP 上でも公開。 

 

以上 


